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CO2貯留効率向上におけるマイクロバブル圧入効果のメカニズム検討

Study for the mechanism to the effect of improvement of CO2 storage

efficiency by micro bubble injection technology
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　CCS事業化において圧入コストの低減化は大きな課題である。CO2を地下により効率的に圧入、貯留するた

めには貯留層の圧力増加の抑制につながる溶解促進技術の確立が肝要となる。本研究では、溶解促進技術とし

てCO2をマイクロバブル化して圧入する技術に注目し、実用化へ向け、実験および実験を模擬したフローシ

ミュレーションを通じてマイクロバブル圧入効果およびそのメカニズム検討を進めている。 

 

　長さ7cmと30cmのベレア砂岩を使用したコアフラッド実験では、長さに関わらずマイクロバブル圧入を行

うことでCO2飽和率（CO2相としての貯留）が増加するだけでなく、水相へのCO2溶解が促進されることによ

るCO2貯留量の増加が確認され、CO2溶解促進効果の可能性が示唆された。また、マイクロバブル圧入では通

常圧入とは異なる領域にも圧入されている状況が確認された。 

 

　実験でのマイクロバブル圧入効果のメカニズムを検討するため、本研究でのマイクロバブル圧入、通常圧入

コアフラッド実験結果を基に3Dフローシミュレーションモデルを構築し、それぞれを模擬したフローシ

ミュレーション結果から、マイクロバブル圧入の特性を表す因子を特定することを試みている。その検討の中

で、同一試料、流体（水、CO2）および条件（温度、圧力、流量）であるにも関わらず、実験結果から評価さ

れた毛細管圧力曲線がマイクロバブル圧入と通常圧入で異なり、圧入領域の違いに影響している可能性が示唆

された。 
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